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要旨

木星表層大気の子午面水平温度・速度構造を概観する.
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1 子午面温度構造

1.1 子午面温度構造

図 1 はボイジャー 1号から得られた平均子午面温度構造である.

●対流圏界面は平らな等温度面となっている ( Hanel et al. 1979 ).

図 1. ボイジャー 1号の赤外放射観測から得られた木星の平均子午面温度構造.

ボイジャー木星最接近の 2 日前と 2 日後のデータを合成した ( Hanel et al.

1979 ).

96/05/24(地球流体電脳倶楽部) /riron/genshou/jupiter/sigomen/sigomen.tex



木星現象論: 木星大気の子午面構造 1 子午面温度構造 3

1.2 子午面温度差

図 2 はボイジャー 1号の赤外観測観測から得られた各高さでの緯度平均温度から
のずれを示したものである.

図 2. 子午面温度差の分布 ( Pirraglia et al. 1981 )
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1.3 温度風バランスによる風速の見積り

図 3 は温度風バランスの式

∂u

∂z
= − R

2ΩaH sinλ

∂T

∂λ

を用いて 150mbでのシアーを計算し, 雲の動きから得られた風速と比較したもの
である. u は風速の東西成分, R は気体定数, H～22Km はスケールハイト, a は木
星半径, λ は緯度である.

図 3. 温度風バランスによる風速の見積り ( Pirraglia et al. 1981 )
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